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平成23年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成23 年３月期第２四半期累計期間（平成22 年４月１日から平成22 年９月30 日）の業績と、前年同期（平成

21年４月１日から平成21年９月30日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成23年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 
営業利益又
は営業損失

(△) 

経常利益又
は経常損失

(△) 

四半期純利益
又は四半期純
損失(△) 

１株当たり 
四半期純利益
又は四半期純
損失(△) 

前 年 同 期 実 績 （Ａ） 
(平成 22 年３月期第２四半期累計期間) 

535 △104 △100 △171 △3,390円64銭

当  期  実  績 （Ｂ） 
(平成 23 年３月期第２四半期累計期間)  

870 52 44 17 342円63銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 335 157 144 188 3,733円27銭

増 減 率            （％） + 62.5 ― ― ― ― 

 

２．差異の発生理由等 

(1) 営業収益 

ＴＶＣＭを開始する等の広告宣伝を強化した昨年以降、徐々に認知度がアップしてきたことが奏功し、経済ニュー

ス番組や雑誌記事等に取り上げて頂く機会も増えて当社の認知度アップを図ることができ、また、７月より「Ｍ２Ｊ

ダイレクト」コースの売買単位を10,000通貨単位から1,000通貨単位に引き下げ（南アフリカランド／円、香港ドル／

円は除く）、さらには、８月からのレバレッジ規制スタートにより当社独自の注文発注手法であるトラップリピート

イフダン®を用いて中長期的にＦＸ取引での資産運用を行いたいというニーズのお客様層を獲得することに成功し、顧

客口座数が前年同期末の16,238口座から26,209口座（前年同期末比61.4％増）へと拡大したことから、総じて狭いレ

ンジでの値動きだった７－９月の相場展開や、「Ｍ２Ｊダイレクト」コースの売買単位引き下げによる一時的なマイ

ナス要因等も吸収し、それをも上回る顧客口座数の増加や当社独自の注文発注手法であるトラップ系注文の活発化が

下支えとなった結果、営業収益は、870,848千円（前年同期比62.5％増）となりました。 
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(2) 営業利益 

レバレッジ規制がスタートする時期に前後して、さらなるお客様の囲い込みとブランディング強化のための広告宣

伝を積極的に行ったことで、営業費用が、818,306千円（前年同期比27.7％増）となった結果、営業利益は、52,541

千円（前年同期は営業損失104,985千円）となりました。 

 

 

(3) 経常利益 

先述のとおり、前年同期比大幅増となった営業収益の結果による営業利益の計上と、受取利息等を含む営業外収益

として3,343千円、投資損失引当金繰入額等を含む営業外費用として11,298千円計上した結果、経常利益は、44,587

千円（前年同期は経常損失100,111千円）となりました。 

 

 

(4) 四半期純利益 

経常利益の計上と、特別利益として投資有価証券売却益を3,382千円、特別損失として資産除去債務会計基準の適用

に伴う影響額を10,701千円計上し、税引前四半期純利益を37,268千円計上する等した結果、四半期純利益は、17,149

千円（前年同期は四半期純損失171,785千円）となりました。 

 

 

 

以  上 
 

 


